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第 1 回 

 東海地域の外国人支援～これまでの 10 年とこれからの 10 年～ 

講師 田村太郎氏（特定非営利活動法人多文化共生センター大阪代表理事） 

 
2008 年 11 月 12 日（水）於 ウィルあいちセミナールーム４ 
                                                           

 

 

 

はじめに 

 

こんばんは。多文化共生センターの大阪の代表をしています田村といいます。よろしくお

願いします。お久しぶりの皆さん、また会いましたよの皆さん、はじめましての皆さん、

よろしくお願いします。 
「多文化共生リソースセンター東海」というようなものが必要だなということを随分前か

らいろいろなところでお話をしていたのですけれども、ようやく初めての主催事業として

スタートを切れたということで、何か一安心という感じです。多文化共生の分野で、わた

しがわざわざ大阪から愛知県まで出張って来て、いろんなことを話す必要など本当はなく

て、東海地方の人が東海地方の課題を解決していくということが大事なことで、早くそう

いうふうにならないといけないなと思っていたのですけれども、豊橋の方でモゾモゾやっ

ている人がいたり、美濃加茂の方でモゾモゾやっている人がいたり、いろいろな人がいる

中で、「オール（ALL）東海」と言いますか、広域でサポートしようという志を持って動い

てくれている人たちが出てきたということがすごくうれしいです。 
 
今日はトップバッターとして、この第 1 回は総論の部分、多文化共生とか外国人支援をめ

ぐる全体像について、わたしのほうから簡単に、これまでの 10 年をふりかえった交通整理

をして欲しいという依頼でした。でも今までの話ばかりしても面白くないですから、すみ

ません、勝手に「これからの 10 年」を足してしまいました。もともとは「10 年の歩み」（と

いうタイトル）だったのですが、過去を振り返ってもしょうがないですからね。神戸には

「ルミナリエ」というイベントあるのですが、知っていますか？ 神戸の元町というとこ

ろから三宮という駅までの間の広い道が、光のイルミネーションで彩られます。あれが一

方通行なのです。元町から三宮に向かって歩かないといけないのです。そこのガードマン

のおじさんの中に一人、毎年すごく元気な人がいまして、「はい、皆さん。前進ある・・・ 



 

                                  

第２回 

変わる！外国人の働く現場 

講師 本間高道氏（自治労全国一般評議会岐阜労働組合執行委員長） 

 
2008 年 11 月 27 日（木）於 あいち NPO 交流プラザ会議室 
                                                           

 

 

はじめに 

 
みなさん、こんばんは。ご紹介いただきました岐阜一般労働組合の本間と言います。今日

は、毎日外国人問題を扱っている中で、これまでどういう経験をしてきたか、何を感じて

きたか、また普段思っていることについてお話させていただきたいと思っています。 
労働組合について十分ご承知の方もおみえでしょうけれども、ほとんど知らないという方

もおみえになるわけですから、労働組合に対して持っている旧来の概念、これと実態とい

うのはだいぶ違うんだということがありまして、そのみなさんが持っている概念について

ここで少し変えてもらいたいなと思います。 
 
 
岐阜一般労働組合 
 
岐阜一般労働組合というのは、今、日本人の労働組合員が 3,090 名います。そして、外国

人の労働組合員が概ね 350 人ぐらいいます。この外国人の労働組合員は「外国人支部」と

いうところに所属しているのですが、中国人が大半です。あと、ベトナム人。この中国人

とベトナム人が、いわゆる研修生制度で来ている人たち。それから、それ以外の人たちが

日系のブラジル人、ペルー人という構成になっているわけです。日系の方については、ほ

とんど派遣（労働者）です。直接雇用の人も若干いますが、ほとんどが派遣です。3,090 人

いる日本人組合員の内訳もかなり変わっておりまして、過半数が非正規労働者です。つま

り、パートの人や嘱託の人、あるいは期間限定の雇用の人や、請負労働の人、そして季節

雇用の人です。ちょっと変わった例としては、失業者も組合員にいます。失業者がなぜ労

働組合員なのかと思われるでしょうが、働いている人にはご存じのように労働基準法とい

う法律がありまして、それが適用されて、最低限この条件でないと雇ってはいけませんよ

という法律があるわけです。働いていない人には労働基準法は適用されません・・・ 



 

                                  

第 3 回 

知られざる難民の実態～ビルマ人の闘い～ 

講師 ミンティン氏（ビルマ人難民認定者） 

 
2008 年 12 月 11 日（木）於 あいち NPO 交流プラザ会議室 
                                                           

 

＊本文には講師自身のことば・表現を尊重し、ほとんど日本語の修正を加えておりません。 
 
 
はじめに 
 
みなさん、こんばんは。わたしはビルマから来ましたミンティンと申します。今日このセ

ミナーに、わたしの難民としての話を聞きに来てくれている関係者のみなさん、ありがと

うございます。今日は、1 時間お話をする時間を頂いておりまして、最初の 30 分はビルマ

の紹介、現在ビルマで何が起こっているか、どうして今のビルマのようになっているかを

ビデオを流して、最後に話をしたいと思います。 

 

それから後半の 30 分には、今難民がどういう生活を送っているか、データとかはここにあ

りますし、みなさん、見てお分かりかと思いますので、わたしはデータよりも、わたしは

どうしてここに来たのか、どうやってやってきたのか、自分で経験したことを話したいと

思います。1 時間終わったら、みなさん、わたしの話についてどういう意見があるか、今の

ビルマについてどうなのか、みなさんのお話をもう 1 回聞かせてください。それから、後

藤さん（司会）が言ったように、わたしたちに何ができるか、みなさんと一緒に考えてい

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 
ビルマの紹介、ビルマの今 

 
 
 
 
 
 

＜VTR＞ 
ミンティン氏自作の VTR を流す。以下、VTR の内容とミンティン氏による解説部

分を記す。タイトルは、「どうすればいいですか？ビルマを、ミャンマーを」。 

  わたしはビルマから来たミンティンです。1990 年ビルマから来ました。どうし

てビルマから来たのか、これから紹介します。ビルマは、中国とインドとタイ

に囲まれています。人口は 5000 万人で、広さは日本の約２倍あります。人口の

80％は仏教徒です・・・ 



 

                                  

第４回 

隣のフィリピン人コミュニティー～自助と自立を求めて～ 

講師 ロサーナ・タピル氏（フィリピン人移住者センター/ミグランテ名古屋代表） 

 
2009 年 1 月 9 日（木）於 あいち NPO 交流プラザ会議室 
                                                           

 

 ＊本文には、講師自身のことば・表現を尊重し、ほとんど日本語の修正を加えておりま

せん。また、一部通訳（後藤美樹：フィリピン移住者センター／多文化共生リソース

センター東海）による補足・解説を入れてあります。 

 

はじめに 

 
みなさん、こんばんは。まずはお招きいただきまして、こうして皆さんの前でお話させて

いただくことに心より感謝申し上げます。タピル・ロサーナです。わたしはミグランテ名

古屋という団体の代表をしております。ミグランテ名古屋は日本に暮らすフィリピン人移

民の組織。その権利と利益を守るために活動をしています。ミグランテ名古屋はコミュニ

ティの中から生まれました。まずビデオを見せたいのは、わたしは名古屋に引越しする前

のシーンです。どうぞ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ビデオ１＞ 
テレビ番組の特集で、ロサーナさん一家を含むフィリピン人らの国籍訴訟の模様が

取り上げられた時のもの。番組は、「ロサーナさんには日本人との間に 2 人の娘が

いて、長女はフィリピン人で次女は日本人。長女は生まれてから父親が認知の手続

きを取ったが、日本の法律では母親が未婚の外国人の場合“胎児認知”、つまり生

まれる前に認知の手続きを取らなければ生まれてくる子どもは日本国籍にはなら

ない。日本の制度を知らなかった、知らされていなかったことで国籍が得られなか

った。ロサーナさん達は裁判を起こし一審に勝訴するものの、国は直ちに控訴し

た。」と報じる。さらにはロサーナさんと長女の言語の壁の問題にも触れ、二人の

将来を心配する・・・ 



 

                                  

５回 

集まれ！子供サポーター～今こそ支援体制を～ 

講師 小島祥美氏（愛知淑徳大学講師） 

 
2009 年 1 月 14 日（木）於 あいち NPO 交流プラザ会議室 
                                                           
 
 
外国人の子どもとの出会い 

 

現在わたしは大学教員をしておりますが、今から 15 年前の 1994 年、埼玉県の公立学校に

赴任しました。東京で育ち高校卒業後、短大を出て、20 歳の時に小学校に赴任しました。

初めて担当した子どもが外国人児童だったところから、外国人の子どもとも出会いが始ま

ります。 
初めて外国人児童と出会った時のことです。「マイネームイズ小島」と言ったら、子ども達

が「はぁ？」と言うんです。「ああそうか、今はマイネームイズとは言わないんだ、きっと、

アイアムっていうんだ」と思い「アイアム小島」と言ったら、子ども達がまた「はぁ？」

と言うんですよ。とても不思議に思い、子ども達の国籍や背景をみたら、ベトナム、フィ

リピン、ブラジルの出身という状況だったんです。当時のわたしは、「外国人＝英語がわか

る」と思っていました。 
 
当時は翻訳資料などが充実していなかったので、本屋さんへ行って買った辞書を頼りに外

国人児童とコミュニケーションを図りました。一緒に生活していく中で、やっぱり言葉だ

けじゃいけない、子ども達の現状を理解することから始めないと言動が理解できないと思

い、外国人児童の家庭訪問を始めました。各家庭を訪問しながら個々の家庭の事情を知り、

保護者の方々とお話をし、なぜ日本に来たのか、この日本でどのような気持ちで生活して

いるのかということを聞かせていただきました。 
当時のわたしは、例えばなぜこの子はブラジル国籍なのに日本の苗字なんだろう？国際結

婚なのかな？と思っていました。ブラジル人児童とその保護者から、自分たちは日系人で

あること、お祖父さんが日本からブラジルへ移住した話を教えてもらいました。またベト

ナム人児童からは、ベトナム戦争のなかで船を漕いで日本へ来日した話を聞きました。こ

のベトナム人児童から、「ベトちゃんドクちゃんは知らないけど、先生の言うような子はベ

トナムにたくさんいた」と聞いたときはとてもショックでした。何も知らない・・・ 



 

                                  

第６回フォーラム 

これからの多文化共生～10 年後に向けて～ 

パネリスト 

加藤理絵氏（財団法人名古屋国際センター交流協力課主査） 

甲村洋子氏（愛知県地域振興部国際課多文化共生推進室主幹） 

瀨賀和也氏（中部経済産業局地域経済部産業人材政策課課長） 

山本かほり氏（愛知県立大学文学部社会福祉学科准教授） 

河村槙子（多文化共生リソースセンター東海事務局長） 

司会進行 

土井佳彦（多文化共生リソースセンター東海代表） 

 
2009 年 1 月 28 日（水）於 ウィルあいち特別会議室 
                                                           

 
 
はじめに 
 
○司会 
今日は、「これからの多文化共生～10 年後に向けて～」ということで、全 6 回のセミナーの

締め括りとさせていただきます。そもそも、今回このようなタイトルでフォーラムを開催

したいと思ったのが、わたしたち多文化共生リソースセンター東海として今後この東海地

域で多文化共生社会づくりに取り組んでいきたいと思っているのですが、その際 NPO とい

う立場でだれとどのように協働していけばよいのか、行政や企業、大学、他の民間団体等

さまざまなセクターの方々といっしょに何ができるのかというのを、それぞれの立場の方

と話し合う場をもちたいということからでした。 

そこで、今日は各セクターの方にお越しいただき、これまでの取り組みや今後の予定等に

ついてお話いただくことにしました。では早速ですが、座席の右側から順にご発表をお願

いしたいと思います。はじめに、財団法人名古屋国際センターの加藤理絵さん、よろしく

お願いします・・・ 

 
 
 
 



 

おわりに 
 セミナーに参加されたみなさん、参加されなかったみなさん、この報告書をお読みいた

だき、ありがとうございました。 
 改めて目を通してみると、「多文化リソースセンター東海」の立ち上げに相応しいスピー

カーの方々をお招きすることができ、大変有意義な企画となりました。とくに、同じ境遇

にある仲間達を支援しているビルマとフィリピンのグループの方から「生の声」をお聞き

することができたことは、大変貴重な機会となりました。 
 このセミナーでできた人脈や、ここで得られた情報が、みなさんの活動、お仕事、生活

に役に立つことを祈って。みなさんにどこかでお会いできることを祈りつつ。 
 

多文化共生リソースセンター東海 副代表・後藤 
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